4.各部門の活動内容　臨床工学科 by unknown
難臨床工学科
臨床工学科16年度目標
1．中央管理システムの実現
　・院内、全医療機器台数の把握
　・全医療機器の点検方法のマニュアル化
　・点検マニュアルに基いた保守点検を行い安全な医療機器の提供を心がける。
2．患者への情報提供を充実させ、看護部門の協力のもと、患者自身が透析療法について考えることができるよ
　　う援助する。
　・看護部門の協力のもと患者個々にあった情報提供の充実を目指し、患者自身が自ら目標を見い出せるよう援
　助する。
3．安全管理システムの充実
　・透析チェックシートを活用しながら新たなシステムの問題点を見つけだす。
　・透析装置における安全運転チェックシートの構築を充実させる。
4．自己研鐙の意識を育む
　・透析室内で勉強会の当番の定期化を行い、事業計画に盛り込み、課題提供の中から自己を見つけだす。
下半期目標評価
1．院内での中央管理システムは少しずつではあるが定着しつつある。点検方法など業務内容のマニュアル化は
　　まだ不十分であり、今後も業務を円滑に行えるよう見直しと改善をひき続き行い、安全な機器管理を目指す。
2．血液検査データ、透析効率を中心に情報提供を行っているが、理解してもらい目標を見いだしてもらうまで
　　には、引き続き提供者の知識の向上、説明方法の工夫を看護部門との協力のもと努力が必要である。
3．装置の安全チェックシートについては、毎月検討し改善を行っている。今後も継続して検討し安全システム
　　を充実させていく。
4．院外研修の参加で知識の向上をはかり、今後は勉強会、研究を充実させるよう継続目標とする。
10月　・ニプロ　NCU－11オーバーホール
　　　・KT／V　TAC－BUN　PCRの検討
　　　。東レ　TR－2001　TR－201　TR－7000　TC－ABV
　　　　TP－！　オーバーホール
　　　　詰所内インシデント検討会
　　　・詰所内勉強会（血圧について）
　　　・DCS73バージョンアップ
11月　・医療機器確認表使用開始
　　　・ガンプロ　インテグラ講習会参加
　　　・透析談話会（クリオフィルトレーション使用経験　発表）
12月・夜間電気点検立ち会い
　　　・B室骨密度測定
　　　・透析液エンドトキシン測定
　　　’インテグラ設置
　　　・KT／V　TAC－BUN　PCR　患者説明　配布
　　　・詰所内勉強会（心電図について）
　　　・詰所内勉強会（三大エネルギーについて）
　　　・詰所内インシデント検討会
1月・A二三密度測定
　　　・詰所内インシデント検討会
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2月
3月
・詰所内勉強会（カテーテル管理）
・KT／V　TAC－BUN　PCRの検討
・KT／V検討
・詰所内インシデント検討会
・RO装置　フィルター交換
・KT／V検討
・詰所内インシデント検討会
・個人情報保護法研修会参加
・詰所内勉強会（ローモリン）
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